
『
二
葉
集
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
俳
譜
の
方
面
で
は
珍
し
い
付
合
の
み
を
扱

っ
た
撰
集
『
物
種
集
』
（
延
宝
六
年
十
一
月
序
）
の
追
加
と
し
て
、
一
年
後

の
延
宝
七
年
十
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
俳
諸
付
合
集
の
出
典

を
追
跡
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
編
集
上
の
問
題
を
考
え
、
本
書
出
来
ま

で
の
過
程
の
一
端
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
試
論
で
あ
る
。

ま
ず
本
書
の
出
典
に
つ
い
て
、
延
宝
期
に
出
版
さ
れ
た
俳
書
を
中
心
に
調

査
し
た
結
果
か
ら
挙
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

連
句
集
か
ら
幽
組

俳
譜
撰
集
か
ら
例
組
合
計
川
組

０

『
二
葉
集
』
所
収
の
付
合
合
計
帥
組
の
う
ち
、
陥
組
の
付
合
は
本
書
の
前

１

集
に
あ
た
る
『
物
種
集
』
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
血
呪
、
こ
れ
以
外
の

晒
組
が
『
二
葉
集
』
編
集
に
あ
た
り
新
た
に
撰
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
出

典
と
な
る
連
句
が
判
明
し
た
の
は
、
現
時
点
で
新
撰
付
合
の
二
割
弱
に
あ
た

。｜
、
は
じ
め
に

『
二
葉
集
』
出
典
考

ｌ
編
集
過
程
の
一
端
を
た
ど
る
Ｉ

表
１
の
凡
例
に
あ
る
と
お
り
、
出
典
が
判
明
し
た
な
か
で
最
も
多
く
採
用

さ
れ
て
い
る
の
は
『
宗
因
千
句
』
で
あ
り
、
宗
因
の
付
合
閃
組
の
半
数
近
く

（
『
物
種
集
』
既
出
の
Ⅱ
組
を
除
い
た
新
撰
囲
組
の
半
数
以
上
）
は
こ
の
書

に
拠
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
宗
因
の
万
治
三
年
以
前
か
ら
寛
文
十
年
以
前
ま

で
の
独
吟
百
韻
十
巻
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
駒
芽
一
言
う
ま
で
も
な
く

宗
因
の
連
句
作
品
は
延
宝
期
に
入
っ
て
か
ら
も
少
な
く
な
く
、
材
料
は
い
く

ら
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
何
も
『
宗
因
千
句
』
の
旧
作
を
取
り
上
げ
な

く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
新
撰
の
半
数
以
上
を
十
年
以
上
も

前
の
作
に
求
め
る
こ
と
は
、
『
二
葉
集
』
の
内
題
「
俳
譜
新
付
合
千
与
」
や

原
題
篭
角
書
に
記
さ
れ
た
「
俳
譜
新
付
合
／
物
種
追
耽
」
に
も
そ
ぐ
わ
な
い

処
置
だ
と
も
言
え
よ
う
。

江
本
裕
氏
は
、
「
西
鶴
ｌ
二
葉
集
の
場
合
ｌ
」
（
『
大
妻
国
文
』
岨
号
・
昭

る
。
表
１
に
そ
の
出
典
を
一
覧
で
示
し
た
。

二
、
『
二
葉
集
』
所
収
付
合
の
出
典
ｌ
『
宗
因
千
句
』
Ｉ

松
澤
正
樹

四
二



〔
凡
例
〕
こ
の
表
は
、
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
書
編
』
（
第
二
期
・
勉
誠
社
刊
）
、
『
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳
書
集
成
』
（
八
木
書
店
刊
）
な
ど
の
影
印
本
、

『
古
典
俳
文
学
大
系
３
．
４
』
（
集
英
社
刊
）
な
ど
の
翻
刻
本
、
お
よ
び
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
連
歌
俳
詣
書
・
柿
衛
文
庫
の
各
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
調
査
に
よ
り
、
『
二
葉
集
』
所
収
付
合
の
内
、
出
典
の
連
句
が
確
認
さ
れ
た
幽
組
の
付
合
の
出
典
資
料
名
お
よ
び
出
典
箇
所
の
一

覧
で
あ
る
。

一
、
「
恥
」
は
便
宜
上
つ
け
た
通
し
番
号
で
あ
る
。
先
頭
の
「
八
」
は
、
そ
の
付
合
が
『
物
種
集
』
に
既
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
「
箇
所
」
は
付
合
の
『
二
葉
集
』
に
お
け
る
記
載
箇
所
で
あ
り
、
原
本
の
丁
付
に
従
っ
た
た
め
付
合
の
本
文
は
「
２
」
か
ら
始
ま
る
（
「
１
」
は
序
文
）
。

一
、
「
出
典
」
は
略
称
を
用
い
た
。
正
式
書
名
（
通
称
）
と
刊
年
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
配
列
は
『
二
葉
集
』
所
収
の
付
合
組
数
の
多
い
順
と
し
、
Ａ
Ｖ
内
に
組
数
を
示
し
た
。

○
宗
因
千
Ⅱ
『
宗
因
千
句
』
（
延
宝
元
年
頃
刊
）
八
羽
Ｖ

○
大
硯
Ⅱ
『
大
硯
』
（
延
宝
六
年
秋
以
降
刊
茨
加
Ｖ

○
草
枕
Ⅱ
『
草
枕
』
（
延
宝
四
年
刊
）
Ａ
岨
Ｖ

○
西
鶴
五
Ⅱ
『
西
鶴
五
百
韻
』
（
延
宝
七
年
三
月
刊
ｘ
岨
Ｖ

○
坂
三
吟
Ⅱ
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
（
延
宝
六
年
頃
刊
）
八
蛆
Ｖ
○
籠
抜
Ⅱ
『
当
流
籠
抜
』
（
延
宝
六
年
十
一
月
刊
）
八
９
Ｖ

○
虎
渓
橋
Ⅱ
『
虎
渓
の
橋
』
（
延
宝
六
年
刊
）
八
７
Ｖ

○
桜
千
句
Ⅱ
『
桜
千
句
』
（
延
宝
六
年
五
月
刊
）
八
６
Ｖ

○
難
波
風
Ⅱ
『
難
波
風
』
（
延
宝
六
年
八
月
刊
）
八
５
Ｖ

○
道
頓
堀
Ⅱ
道
頓
堀
座
懐
紙
八
４
Ｖ
※

○
珍
重
集
Ⅱ
『
珍
重
集
』
（
延
宝
六
年
秋
頃
刊
）
八
３
Ｖ

○
宗
七
百
Ⅱ
『
宗
因
七
百
韻
』
（
延
宝
五
年
頃
刊
〆
２
Ｖ

○
五
徳
Ⅱ
『
五
徳
』
（
延
宝
六
年
刊
）
八
２
Ｖ

○
句
箱
Ⅱ
『
句
箱
』
（
延
宝
七
年
八
月
刊
）
八
２
Ｖ

○
三
鉄
輪
Ⅱ
『
三
鉄
輪
』
（
延
宝
六
年
刊
）
八
１
Ｖ

○
仮
舞
台
Ⅱ
『
仮
舞
台
』
（
延
宝
七
年
三
月
刊
）
八
１
Ｖ

○
見
花
数
Ⅱ
『
見
花
数
寄
』
（
延
宝
七
年
四
月
刊
）
八
１
Ｖ

※
『
道
頓
堀
花
み
ち
』
（
延
宝
七
年
十
一
月
刊
）
に
「
道
頓
堀
座
懐
紙
之
内
付
合
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
も
の
。

一
、
右
の
ほ
か
、
『
続
境
海
草
』
（
寛
文
十
年
刊
）
、
『
千
宜
理
記
』
（
延
宝
三
年
刊
）
、
『
誹
詣
昼
網
』
（
延
宝
六
年
刊
）
所
収
の
付
合
と
一
致
す
る
も
の
が
見
ら
れ

た
が
、
『
二
葉
集
』
が
こ
れ
ら
三
書
か
ら
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
確
証
は
な
い
の
で
、
一
覧
に
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
守
武
の
付
合
は
『
守
武
千
句
』
追
加
百
韻

に
見
ら
れ
（
前
句
の
異
同
大
）
、
宗
鑑
の
付
合
は
『
犬
筑
波
集
』
に
見
ら
れ
た
（
刊
本
『
新
撰
犬
筑
波
集
』
に
な
し
）
が
、
両
者
に
つ
い
て
は
特
定
の
俳
書
に

よ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
も
一
覧
に
載
せ
な
か
っ
た
。

一
、
「
典
箇
所
」
の
先
頭
の
数
字
は
、
出
典
中
の
連
句
が
何
巻
目
で
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
。
「
第
一
」
「
第
二
」
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
そ
の
配
列
の
順

番
を
数
字
に
置
き
換
え
た
。
二
つ
め
は
折
、
三
つ
め
は
そ
の
表
（
オ
）
か
裏
（
ウ
）
か
を
示
す
。
最
後
は
付
句
が
そ
の
面
の
何
句
目
で
あ
る
か
を
示
す
。

一
、
参
考
に
出
典
の
連
句
か
ら
判
明
す
る
前
句
の
作
者
を
「
前
」
の
欄
に
挙
げ
た
。

一
、
個
別
の
注
を
表
の
後
に
挙
げ
た
。
注
は
表
中
の
「
恥
」
に
対
応
さ
せ
て
あ
る
。

【
表
１
】
『
二
葉
集
』
出
典
一
覧
（
連
句
の
部
）

『
二
葉
集
』
出
典
考

四
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２
名
オ
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初
ウ
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９
名
ウ
４
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２
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注

（
３
）
「
は
し
の
詰
右
の
足
よ
り
踏
出
し
て
建
寿
」
の
前
句
と
し
て
掲
出
。

（
国
巴
「
典
箇
所
」
の
「
２
」
は
、
阿
誰
軒
『
誹
譜
書
籍
目
録
』
に
あ
る
「
西
翁
西
鶴
西
夕
」
の
配
列
か
ら
仮
に
推
定
し
た
も
の
。

（
国
巴
（
国
己
抄
出
さ
れ
た
西
鶴
の
付
句
が
前
句
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
推
定
。

『
二
葉
集
』
出
典
考
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由
平

西
海

益
翁

三
ケ

西
長

旨
恕

西
鶴

高
政

高
政

付
作
者

大大大大道大大大大大大道宗宗宗宗宗宗宗宗
硯硯硯硯頓硯硯硯硯硯硯 頓 因 因 因 因 因 因 因 因

堀堀千千千千千千千千

出
典

854410827

二二二三初名三名
ウウオオウオウウ
63119711137

ワ
●

6 4 6 5 3 2

初初初名初初
ウウウオオウ
111041134

ワ
●

99108

名 初 初 名
オ オ ウ オ
4684

典
箇
所

旨
恕

西
海

西
海

高
政

ワ
●

西
翁

西
翁

西
翁

西
翁

西
翁

西
翁

西
翁

西
翁

？
、

西
海

元
順

西
海

三
ケ

西
海

三
ケ

一

目リ

ｰ

卜』
←

ｰ

い
い

ｰｰ

tJ卜」
卜Jｰ

ｰ

い
つ

］
』

』
］

』
］

』
］

』
』

］
］

』
骨

］
］

』
］

C “ ～ J q U U や （JJ卜』－

ｰ

ｰ

つ

ｰｰｰ

つつ‐

＠函司

ｰｰ

つ
い

つ
。 No.

妬
ウ

カ
オ

〃〃
76

オ
〃〃

757373

ウ 〃 ウ オ
〃

カ
ウ

〃〃
727171

オウオ
〃〃

箇
所

益公季本公如素益素益素西元西如益西公西元
友木吟秋木貞敬友敬友敬 海順鶴見翁秋木鶴順

付
作
者

大
硯

大
硯

坂
三

桜
千

大
硯

大
硯

桜
千

大
硯

大
硯

坂
三

坂
三

坂
三

坂
三

坂
三

草
枕

坂
三

草
枕

草
枕

坂
三

坂
三

吟吟吟吟吟吟吟吟句句吟

出
典

226524221113317421103

名名名初三初三二三二初初初三名初三初初名
ウウウオオオオウオウウ ウ オ オ ウ ウ ウ ウ ウ ウ
3113106823109758461754

典
箇
所

素益湖昌益旨公公公公益 西西均如西由素西西
敬友春数翁恕木木木木友海海朋見海平敬鶴海

一

目リ

ｰｰ

令
凶

今
令

ｰ

仁
い

ｰ ｰ

や
つ

↑
』

ｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ

し」U」い」（÷』い』い」UJい』い』い」

＠ 頭 一 J O ､ U b 今い』卜Jｰ‐

ｰｰｰｰｰ

図
い

い
α

い
』

Ｐ
函

画
℃ No.

〃〃
85

オ
〃

84

オ
〃

82

ウ
〃

828180

オオウ
〃

帥
オ

〃
797978

ウオウ
〃

カ
ウ

沌
オ

箇
所

梅江石元旨梅旨頓生西素親素季素公公意公素
翁雲斎順恕翁恕悦重鶴敬 房 敬 吟 敬 木 木 朔 木 敬

付
作
者

坂
三
吟

坂
三
吟

草
枕

坂
三
吟

坂
三
吟

坂
三
吟

草
枕

坂
三
吟

道
頓
堀

坂
三
吟

三
鉄
輪

句
箱

句
箱

草
枕

草
枕

難
波
風

草
枕

珍
重
集

珍
重
集

珍
重
集

出
典

２
名
ウ
５

３
初
ウ
岨

４
初
ウ
７

３
ニ
オ
ー

３
ニ
オ
７

３
三
オ
ー

６
初
ウ
４

３
三
ウ
８

ワ
●

３
名
ウ
ー

２
ニ
オ
７

ワ
〕
ワ
．

（
。
？
．

１
初
ウ
ー

１
名
ウ
３

４
ニ
オ
４

２
初
ウ
３

５
ニ
ウ
５

１
初
ウ
６

２
ニ
オ
９

典
箇
所

公
木

西
鶴

西
鶴

西
鶴

旨
恕

梅
翁

次
末

元
順

梅
翁

梅
翁

梅
翁

ワ
■

公 湖 公 素 素 如 素 公
木春木敬敬貞敬木

一

月リ



和
硬
年
３
月
）
、
お
よ
び
『
西
鶴
事
典
』
（
お
う
ふ
う
・
平
成
８
年
岨
月
刊
）

の
「
二
葉
集
」
の
項
で
、
実
質
上
の
編
者
と
さ
れ
る
西
鶴
が
自
ら
の
付
合
を

巻
頭
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
巻
頭
付
合
の
読
解
を
通
し
て
、
こ
の

時
期
の
西
鶴
の
「
宗
因
離
れ
」
と
言
う
一
つ
の
仮
説
を
試
み
て
い
る
。
他
者

と
交
わ
ら
な
い
〈
独
吟
〉
、
し
か
も
ひ
と
昔
前
の
作
品
か
ら
宗
因
の
付
合
を

多
く
取
り
上
げ
た
理
由
を
考
え
る
と
き
、
江
本
氏
の
右
の
仮
説
が
思
い
起
こ

さ
れ
る
の
だ
が
、
西
鶴
の
宗
因
離
れ
を
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
現
時
点

で
は
、
も
っ
と
別
な
と
こ
ろ
に
理
由
を
求
め
て
み
た
く
な
る
。

も
し
か
す
る
と
、
〈
宗
因
な
ら
ば
『
宗
因
千
句
』
〉
と
言
っ
た
よ
う
な
、
本

書
を
一
種
バ
イ
ブ
ル
視
す
る
姿
勢
が
、
西
鶴
あ
る
い
は
大
坂
談
林
の
な
か
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
す
で
に
『
物
種
集
』
で
も

採
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
は
『
宗
因
千
句
』
か
ら
は
１
組
の

採
用
も
見
な
い
。
ふ
た
た
び
宗
因
の
旧
作
『
宗
因
千
句
』
を
取
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
何
ら
か
の
事
情
が
、
『
物
種
集
』
編
集
以
降
、
延
宝
七
年
の

談
林
俳
壇
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
な
る
と
内
題
や
外
題
角
書
に
唱

う
「
新
付
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
『
物
種
集
』
の
内
題
添
書
「
俳
諸

新
付
合
」
と
微
妙
に
ず
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
は
明
ら
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

さ
て
、
『
宗
因
千
句
』
に
続
い
て
多
く
採
用
さ
れ
た
も
の
に
、
西
海
編
『
大

硯
』
（
別
組
）
、
旨
恕
編
『
草
枕
』
（
岨
組
）
、
西
鶴
編
『
西
鶴
五
百
韻
』
（
岨

組
）
が
あ
る
。
『
西
鶴
五
百
韻
』
は
、
自
ら
が
手
が
け
た
連
句
集
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
付
合
が
採
用
さ
れ
る
の
は
十
分
に
う
な
ず
け
る
。
し

か
し
、
他
の
二
書
は
ど
う
か
。
と
く
に
、
『
草
枕
』
は
現
在
伝
わ
る
上
巻
だ

唐
突
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
出
典
と
な
っ
た
連
句
資
料
が
『
二

葉
集
』
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
て
行
っ
た
か
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
分
布

状
況
を
見
て
み
た
い
。

右
に
挙
げ
た
『
宗
因
千
句
』
の
場
合
は
、
わ
り
あ
い
『
二
葉
集
』
本
文
全

体
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
細
か
く
見
る
と
、
二
十
ウ
ー
二

十
五
オ
・
舟
一
オ
ー
舟
三
ウ
・
舟
七
ウ
ー
四
十
ウ
の
宗
因
作
の
各
４
組
、
五

十
五
ウ
ー
六
十
四
ウ
の
宗
因
作
９
組
は
、
立
て
続
け
に
『
宗
因
千
句
』
を
出

典
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
硯
』
の
場
合
、
ニ
ウ
で
い
き
な
り
４
名
の
付

合
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
の
ち
三
オ
か
ら
六
十
七
オ
ま
で
『
大
硯
』
所

収
作
者
の
付
合
が
川
組
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
大
硯
』

を
出
典
と
す
る
付
合
が
１
組
も
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
六
十
八
オ
ー
六

十
九
ウ
に
な
る
と
、
『
大
硯
』
所
収
作
者
の
付
合
９
組
が
す
べ
て
『
大
硯
』

を
出
典
と
し
て
い
る
。
以
下
、
西
鶴
の
付
合
を
『
桜
千
句
』
か
ら
１
組
取
っ

て
い
る
も
の
の
、
お
お
か
た
は
『
大
硯
』
を
出
典
と
す
る
付
合
が
続
き
、
七

十
三
オ
以
降
、
『
大
硯
』
か
ら
の
採
用
は
ぱ
っ
た
り
と
止
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
以
降
の
『
大
硯
』
所
収
作
者
の
付
合
型
組
は
、
別
な
資
料
を
出
典
と
し

け
で
こ
の
数
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
し
所
在
不
明
の
下
巻
を
加
え
た
な
ら
ば
、

そ
の
採
用
付
合
数
に
お
い
て
『
宗
因
千
句
』
を
上
回
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な

い
。
こ
の
二
書
が
多
く
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
本
書
編
集
上
の
理
由
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
つ
い
て
は
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
。

三
、
出
典
の
分
布
状
況
（
｜
）
ｌ
そ
の
偏
り
と
集
中
Ｉ

四
六



て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
出
典
資
料
の
分
布
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
偏
り
が
最
も
著
し
い
の
は
、
素
敬
・
益
友
・
公
木
に
よ
る

『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
（
以
下
『
三
吟
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
素
敬
は
９
組
中
１

組
（
舟
セ
ウ
）
が
『
桜
千
句
』
を
出
典
と
し
、
も
う
１
組
（
舟
九
ウ
）
は
出

典
不
明
だ
が
『
物
種
集
』
に
既
出
。
残
り
の
７
組
が
『
三
吟
』
か
ら
の
採
用

で
あ
る
。
ま
た
、
益
友
は
３
組
全
部
、
公
木
も
６
組
全
部
が
『
三
吟
』
か
ら

採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
七
十
三
オ
ー
八
十

ウ
に
集
中
し
、
そ
の
前
後
に
は
見
ら
れ
な
い
・

右
の
よ
う
な
出
典
資
料
の
分
布
の
偏
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

か
。
入
集
作
者
の
撰
定
や
資
料
収
集
や
付
合
の
抜
き
出
し
か
ら
、
版
下
原
稿

作
成
を
経
て
、
印
刷
・
出
来
ま
で
の
間
に
は
、
お
そ
ら
く
複
雑
な
作
業
が
か

ら
み
あ
っ
て
く
る
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
が
、
右
の
偏
っ
た
分
布
は
、
そ
の
一

端
を
示
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
大
硯
』
が
あ
る
範
囲
に
ま

と
ま
っ
て
出
て
く
る
こ
と
や
、
『
三
吟
』
が
後
半
に
な
っ
て
集
中
し
て
出
て

く
る
背
景
に
は
、
付
合
や
作
者
よ
り
も
素
材
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
が
先
行
し

て
い
る
よ
う
な
気
配
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
単
純
に
〈
付
合
・
作
者
撰
定
〉
↓

〈
そ
の
付
合
抜
き
出
し
〉
と
言
う
手
順
と
は
逆
に
、
付
合
の
素
材
と
な
る
連

句
か
ら
の
抜
き
出
し
が
先
に
立
ち
、
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
入
集
す
る
こ
と
と

な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
入
集
の
数
が
増
え
た
作
者
も
い
た
、
と
仮
定
す
る
余

地
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
出
典
資
料
の
分
布
の
偏
り
は
、
そ
の
編
集
作
業
が
時
間

を
か
け
て
じ
っ
く
り
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

『
二
葉
集
』
の
出
典
資
料
の
分
布
と
比
較
す
る
に
は
最
適
か
ど
う
か
わ
か

『
二
葉
集
』
出
典
考

抄
出
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
２
組
の
出
典
し
か
確
認
で
き
な
い
『
句

箱
』
を
例
に
出
す
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
こ
の
『
句
箱
』
は
延
宝

七
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
と
な
っ
た
連
句
が
い
つ
ご
ろ
の

興
行
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
八
月
を
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、

判
明
し
た
出
典
資
料
の
う
ち
で
は
最
も
後
の
も
の
（
出
版
時
期
に
近
い
も
の
）

ら
な
い
が
、
参
考
に
蘭
秀
撰
の
発
句
・
付
句
集
『
後
撰
犬
筑
波
集
』
（
延
宝

四
年
頃
刊
苅
｝
の
な
か
か
ら
付
合
の
出
典
分
布
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
撰
集

が
収
め
る
付
合
は
計
柵
組
で
、
現
時
点
で
そ
の
出
典
と
な
る
連
句
が
確
認
で

き
て
い
る
の
は
Ⅲ
組
、
出
典
資
料
数
は
必
作
品
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
分
布

状
況
を
示
す
と
表
２
の
と
お
り
で
あ
り
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
う
か
が
え
る
か

と
思
う
。
こ
こ
に
は
、
『
二
葉
集
』
の
よ
う
な
出
典
の
集
中
や
偏
り
が
見
ら

れ
な
い
。
四
季
ご
と
の
部
立
て
編
集
と
言
う
点
で
『
二
葉
集
』
と
は
異
な
る

編
集
姿
勢
に
あ
り
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
『
後
撰
犬
筑
波
集
』
の
方
で
は
、
元
と
な
る
資
料
か
ら
の
抜
き

出
し
を
一
度
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
適
当
な
箇
所
に
振
り
分
け
る
と
言
っ
た

一
過
程
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
言
う
と
部
立
て
を
取
ら
な
い
『
二

葉
集
』
に
は
こ
の
過
程
が
時
に
は
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ａ
原
資
料
の
収
集
（
入
手
）
↓
ｂ
付
合
の
抜
き
出
し
↓

Ｃ
編
集
↓
（
ｄ
版
下
元
原
稿
の
作
成
↓
）
ｅ
版
下
原
稿
の
作
成
と
言
っ
た
過

（
５
）

程
か
ら
Ｃ
の
部
分
を
時
に
は
省
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

四
、
出
典
の
分
布
状
況
（
二
）
ｌ
『
二
葉
集
』
後
半
部
分
Ｉ

四
七



【
表
２
】
『
後
撰
犬
筑
波
集
』
出
典
資
料
分
布
一
覧

〔
凡
例
〕
こ
の
表
は
、
『
後
撰
犬
筑
波
集
』
所
収
の
付
合
の
出
典
資
料
一
覧
で
あ
る
。
資
料
名
の
略
称
は
次
の
と
お
り
（
Ａ
Ｖ
内
は
採
用
組
数
）
。

○
紅
梅
千
Ⅱ
『
紅
梅
千
句
』
（
明
暦
元
年
五
月
刊
）
八
２
Ｖ

○
誹
譜
独
Ⅱ
『
誹
譜
独
吟
集
』
（
寛
文
六
年
九
月
刊
）
八
咽
Ｖ

○
続
独
吟
Ⅱ
『
続
独
吟
集
』
（
寛
文
年
間
刊
）
八
３
Ｖ

○
新
独
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Ⅱ
『
新
独
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集
』
（
寛
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年
六
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刊
）
八
４
Ｖ

○
塵
塚
Ⅱ
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俳
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十
会
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『
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Ｖ
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で
あ
る
。
こ
れ
を
出
典
と
し
た
付
合
２
組
は
、
本
書
の
巻
末
に
近
い
八
十
二

オ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
前
後
に
『
句
箱
』
の
連
句
に
出
座
し
た
者

を
中
心
に
芝
居
関
係
者
が
に
わ
か
に
集
中
し
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

八
十
オ
峰
野
親
房
（
峰
野
小
ざ
ら
し
・
歌
舞
伎
役
諭
一

マ
マ

八
十
ウ
富
川
辰
寿
（
富
永
平
兵
衛
・
狂
言
作
者
）

八
十
一
オ
田
中
定
方
（
田
中
治
右
衛
門
・
興
行
関
係
者
）

鶴
川
生
重
（
大
和
屋
甚
兵
衛
・
歌
舞
伎
役
者
）

ウ
島
立
花
（
小
島
妻
之
丞
・
歌
舞
伎
役
者
）

八
十
二
オ
鶴
川
生
重
↑
『
句
箱
』

梅
津
頓
悦
（
梅
津
加
平
次
・
歌
舞
伎
役
者
）
↑
『
句
箱
』

マ
マ

ウ
富
川
辰
寿

八
十
三
オ
小
勘
重
行
（
小
勘
太
郎
次
・
歌
舞
伎
役
者
）

ウ
梅
津
頓
悦

乾
裕
幸
氏
は
、
「
俳
諸
狂
言
説
異
聞
」
（
『
国
語
国
文
』
昭
和
蛇
年
２
月
所

収
、
の
ち
に
補
訂
を
加
え
て
『
俳
譜
師
西
鶴
』
昭
和
別
年
前
田
書
店
刊
に
収

録
）
の
な
か
で
、
『
句
箱
』
を
出
典
と
し
た
句
が
『
二
葉
集
』
に
２
句
見
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

『
句
箱
』
の
付
合
が
お
お
か
た
失
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
二
例
し

か
検
出
で
き
な
い
の
は
心
残
り
だ
け
れ
ど
、
『
句
箱
』
と
『
二
葉
集
』

の
関
係
は
こ
れ
だ
け
で
も
お
よ
そ
察
し
が
つ
く
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

と
、
明
言
は
避
け
て
い
る
も
の
の
、
芝
居
関
係
者
の
付
合
が
、
『
句
箱
』
を

出
典
と
す
る
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
『
句
箱
』
に
な
い
峰
野
小

『
二
葉
集
』
出
典
考

ざ
ら
し
以
外
は
、
右
の
箇
所
に
お
け
る
芝
居
関
係
者
の
付
合
が
『
句
箱
』
を

出
典
と
し
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
考
え
て
い
る
。
同
時
に
、
乾
氏
の
「
西

鶴
は
『
物
種
集
』
を
編
ん
だ
の
ち
、
あ
ら
た
に
結
ん
だ
俳
座
の
付
合
を
、
急

い
で
『
二
葉
集
』
に
組
み
入
れ
た
も
の
と
み
え
る
」
（
前
掲
論
文
）
と
言
う

推
定
に
も
賛
成
で
あ
り
、
本
書
の
巻
末
近
い
八
十
丁
か
ら
八
十
三
丁
に
か
け

て
の
範
囲
が
、
ま
ず
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
な
お
、

こ
の
範
囲
以
外
に
も
、
六
十
七
ウ
に
足
代
建
薪
ど
小
勘
重
行
（
小
勘
太
郎
次
）

の
付
合
が
挙
が
っ
て
い
る
。
重
行
は
『
句
箱
』
歌
仙
に
出
座
し
た
歌
舞
伎
役

者
で
あ
る
が
、
道
頓
堀
で
興
行
さ
れ
た
座
懐
紙
を
出
典
と
す
る
建
寿
と
同
じ

面
に
入
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
出
典
は
『
句
箱
』
以
外
の
「
道
頓
堀
座

懐
隆
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

編
集
の
進
行
順
序
が
か
な
ら
ず
し
も
出
来
上
が
り
の
丁
の
順
番
ど
お
り
に

な
っ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
も
し
別
な
丁
に
振
り
分
け
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
八
十
丁
か
ら
八
十
三
丁
に
集
中
し
て
『
句
箱
』
が
採
用
さ
れ
た
の

が
事
実
だ
と
し
た
ら
、
時
間
を
か
け
た
編
集
か
ら
は
や
や
か
け
離
れ
た
編
集

過
程
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

先
に
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
（
以
下
『
三
吟
』
と
略
す
）
が
七
十
三
オ
ー
八
十

ウ
に
集
中
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
出
典
に

つ
い
て
さ
ら
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
、
そ
の
取
り
上
げ
る
順
番
で
あ
る
。
表

１
の
『
三
吟
』
の
「
典
箇
所
」
を
追
っ
て
見
て
も
ら
い
た
い
。
叱
川
の
公
木

付
句
を
『
一
二
吟
』
巻
一
の
初
折
ウ
七
句
目
よ
り
採
用
し
て
か
ら
、
叱
捌
の
素

敬
付
句
を
巻
三
の
名
折
ウ
一
句
目
よ
り
採
用
す
る
ま
で
、
一
度
た
り
と
も
後

退
す
る
こ
と
な
く
、
巻
一
初
折
か
ら
二
の
折
へ
…
、
と
連
句
が
進
む
に
し
た

四
九



が
っ
て
抜
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
一
冊
の
俳
書
『
〔
大

坂
三
吟
〕
』
の
丁
を
め
く
り
な
が
ら
、
も
う
一
方
の
手
で
出
現
す
る
付
合
を

抜
き
書
き
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
な
か
で
も
極
端
な
例
を
挙
げ
て
み

よ
う
。
『
二
葉
集
』
七
十
一
オ
の
５
組
目
に
は
、

タ
ハ
レ
メ

足
さ
す
ら
す
る
春
の
婦
人

莚
敷
袖
吹
か
へ
す
飛
鳥
風
井
筒
公
木

の
付
合
が
見
ら
れ
、
そ
の
次
に
『
三
吟
』
を
出
典
と
す
る
付
合
は
、
七
十
三

オ
２
組
目
に
見
え
る
、

一
年
の
間
も
夢
の
浮
は
し

シ
ヤ
ウ
ッ
キ

向
月
に
身
の
来
迎
を
願
ふ
へ
し
南
部
素
敬

で
あ
る
が
、
も
と
も
と
の
『
三
吟
』
で
は
ど
う
か
と
言
う
と
、

タ
ハ
レ
メ

足
さ
す
ら
す
る
春
の
婦
人
敬

ア
ス
カ

莚
敷
袖
吹
か
へ
す
飛
鳥
風
木

ユ
メ

一
年
の
間
も
夢
の
浮
橋
友

シ
ヤ
ウ
ッ
キ

向
月
に
身
の
来
迎
を
ね
か
ふ
へ
し
敬
（
以
上
巻
一
・
初
ウ
六
～
九
）

と
言
う
具
合
に
四
句
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
十
五
ウ
５
組
目
に
は
、

女
と
も
あ
皇
ら
恋
し
の
古
し
へ
や

ロ
サ
ン

盧
山
の
雨
の
夜
ぬ
り
木
履
は
く
南
部
素
敬

と
あ
り
、
次
の
七
十
六
オ
２
組
目
に
は
、

そ
公
こ
し
や
此
草
庵
を
立
出
て

や
す
長
持
の
杉
の
二
も
と
井
筒
公
木

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
、

女
と
も
あ
公
ら
恋
し
の
古
し
へ
や
木

置
山
の
雨
の
夜
ぬ
り
木
履
は
く
敬

そ
鼻
こ
し
や
此
草
庵
を
立
出
て
友

や
す
長
持
の
杉
の
二
も
と
木
（
以
上
巻
二
・
三
オ
セ
～
十
）

と
、
四
句
続
き
で
あ
っ
た
。
決
定
的
な
の
は
、
次
の
六
句
続
き
か
ら
公
木
・

益
友
・
素
敬
の
付
合
二
句
一
組
ず
つ
を
本
書
採
用
の
８
．
９
．
ｍ
番
目
と
し

（
以
上
巻
二
・
名
オ
十
四
～
名
ウ
五
）

右
の
よ
う
に
、
『
三
吟
』
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
抜
き
出
し
た
付
合
を

編
集
し
な
お
す
と
言
う
過
程
が
明
ら
か
に
省
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
、

元
の
連
句
か
ら
抜
き
出
す
時
点
で
省
エ
ネ
化
が
計
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
二
葉
集
』
に
は
、
『
物
種
集
』
に
既
出
の

付
合
が
陥
組
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
二
ウ
か
ら
ほ
ぼ
毎
丁
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
六
十
七
オ
を
最
後
に
、
そ
れ
以
降
『
物
種
集
』
既
出
の
付
合
は
見

ら
れ
な
く
な
る
。
表
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
『
大
硯
』
が
頻
繁
に
現
れ
る

の
は
、
そ
の
次
の
丁
の
六
十
八
丁
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
六
十
八

オ
で
さ
き
ほ
ど
の
『
三
吟
』
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
巻
二
・
巻
三
・
巻
五
・
巻

六
と
丁
を
繰
っ
て
行
く
順
序
で
そ
れ
ぞ
れ
一
組
ず
つ
計
４
組
が
ま
と
め
て
採

て
切
り
取
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

は
す
は
ふ
つ
く
る
夏
の
手
枕

執
心
の
狐
小
路
と
間
し
よ
り

此
土
に
残
っ
て
横
堀
の
石

ソ
モ

開
き
見
る
抑
神
代
の
巻
轆
轤

俄
つ
ふ
れ
の
常
闇
の
空

か
ね
の
儀
は
今
さ
ら
何
と
岩
く
ら
や

↓
七
十
七
ウ
２
組
目

↓
七
十
七
オ
２
組
目

↓
七
十
六
ウ
２
組
目

五
○



江
本
裕
氏
は
、
「
西
鶴
ｌ
二
葉
集
の
場
合
ｌ
」
（
前
出
）
の
中
で
、
『
二
葉

集
』
に
多
く
の
江
戸
俳
人
の
付
合
が
入
集
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
編
者

の
西
鶴
が
ど
の
よ
う
な
情
報
ル
ー
ト
で
彼
ら
を
知
り
得
た
か
に
つ
い
て
の
推

定
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
二
葉
集
』
と
江
戸
俳
人
と
の
関

係
は
、
氏
が
述
べ
る
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
は
な
く
、
事
は
も
っ
と
単
純
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
氏
は
、
入
集
俳
人
が
多
く
重
な
る
こ
と
か
ら
、
岡
村

不
卜
撰
の
発
句
・
付
句
集
『
江
戸
広
小
路
』
（
延
宝
六
年
自
序
）
と
『
二
葉
集
』

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
大
硯
』
か
ら
の
採
用
は
七
十
ウ
ま
で
続
き
、
そ
の

次
の
丁
か
ら
八
十
丁
ま
で
、
右
の
や
や
安
易
に
す
ぎ
る
『
三
吟
』
か
ら
の
採

用
が
続
く
。
そ
し
て
『
句
箱
』
か
ら
の
採
用
は
（
筆
者
の
推
定
が
正
し
け
れ

ば
）
こ
の
八
十
丁
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
間
し
ば
し
ば
顔
を
出
し
て
い

る
の
が
『
草
枕
』
で
あ
り
、
散
逸
し
た
下
巻
を
こ
れ
に
加
え
る
と
『
大
硯
』

以
上
に
こ
の
あ
た
り
に
頻
出
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
両
書
の
付
合
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
『
二
葉
集
』
後
半
で
の

や
や
慌
た
だ
し
い
抜
き
出
し
作
業
の
タ
ネ
本
と
し
て
使
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ

た
と
推
定
し
て
い
る
。
『
大
硯
』
の
分
布
の
偏
り
も
こ
こ
に
原
因
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
々
辻
棲
合
わ
せ
の
よ
う
な
憾
み
が
あ
る
が
、
ど
う
も
『
物
種
集
』
を
時

々
再
録
し
な
が
ら
編
集
し
て
い
っ
た
六
十
七
丁
オ
ま
で
と
、
そ
れ
以
降
と
の

間
に
編
集
上
の
屈
折
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
『
二
葉
集
』
所
収
の
江
戸
俳
人
に
つ
い
て

『
二
葉
集
』
出
典
考

【
表
３
】
『
二
葉
集
』
出
典
一
覧
（
『
江
戸
広
小
路
』
の
部
）

漢
数
字
は
下
巻
の
丁
付
、
算
用
数
字
は
そ
の
面
で
の
句
番
を
示
す
。
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と
の
関
連
濃
密
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
『
江
戸
広
小
路
』

（
以
下
『
広
小
路
』
と
略
す
）
に
見
ら
れ
る
『
二
葉
集
』
の
付
合
は
合
計
例

組
に
も
の
ぼ
る
（
表
３
参
照
）
。
『
広
小
路
』
所
収
の
俳
人
が
『
二
葉
集
』
に

多
く
入
集
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
付
合
自
体
が
入
集
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
江
本
氏
作
成
の
「
二
葉
集
所
収
江
戸
俳
人
一
覧
」
に
挙
が
る
「
江

戸
」
を
冠
す
る
俳
人
訂
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
入
集
組
数

の
最
も
多
い
不
ト
の
８
組
は
す
べ
て
『
広
小
路
』
に
見
ら
れ
、
ト
尺
（
６
）

（
括
弧
内
は
『
二
葉
集
』
入
集
の
組
数
、
以
下
同
じ
）
・
仙
風
（
５
）
・
流
也

（
３
）
・
兼
豊
（
２
）
・
露
言
（
２
）
・
智
風
（
Ⅱ
智
鳳
２
）
・
巌
泉
（
２
）
・

似
春
（
２
）
・
露
夕
（
２
）
・
寸
夕
（
２
）
・
ト
由
（
２
）
・
酉
水
（
２
）
以
下
、

ｌ
組
入
集
の
叫
名
を
合
わ
せ
た
合
計
別
名
の
付
合
も
、
こ
と
ご
と
く
こ
の
『
広

小
路
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
広
小
路
』
は
、
『
二
葉
集
』

が
江
戸
俳
人
の
付
合
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
有
力
な
タ
ネ
本
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
『
広
小
路
』
で
は
完
全
に
追
え
な
い
「
江
戸
」
を
冠
し
た
い
人

の
俳
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
桃
青
は
、
４
組
の
う
ち
『
広
小
路
』
か
ら
は
３

組
で
あ
る
が
、
残
り
１
組
は
千
春
・
信
徳
と
巻
い
た
「
わ
す
れ
草
」
三
吟
歌

仙
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
歌
仙
は
、
現
在
『
俳
譜
一
葉
集
』
（
文
政
十
年
）
と

『
俳
譜
袖
珍
妙
』
（
嘉
永
四
年
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
、
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
『
仮
舞
台
』
（
延
宝
七
年
三
月
刊
）
に

所
収
さ
れ
て
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
誼
残
る
以
下
の
９
名
は
出
典
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
言
水
は
３
組
中
１
組
は
『
広
小
路
』
に
得
ら
れ
た
が
２
組

が
不
明
。
な
お
、
言
水
自
撰
『
江
戸
新
道
』
（
延
宝
六
年
八
月
刊
）
に
も
同

『
江
戸
蛇
之
鮓
』
（
延
宝
七
年
五
月
刊
）
に
も
見
ら
れ
な
い
。
信
章
は
４
組

中
２
組
は
『
草
枕
』
に
あ
り
、
不
明
の
２
組
は
い
ず
れ
も
『
物
種
集
』
か
ら

再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
泰
徳
は
５
組
中
２
組
は
『
広
小
路
』
に
あ
る
が
３

組
が
不
明
。
幽
山
は
６
組
中
４
組
は
『
広
小
路
』
に
あ
る
が
２
組
不
明
。
残

る
笑
吟
（
７
）
・
笑
受
（
４
）
・
笑
詠
（
２
）
・
如
流
（
２
）
・
露
沽
（
２
）
は
、

す
べ
て
の
付
合
に
つ
い
て
そ
の
出
典
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
下
里
知
足
の
『
誹
譜
名
簿
』
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
）
に

は
、
『
仮
舞
台
』
歌
仙
の
作
者
ｎ
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
『
二

葉
集
』
に
入
集
し
そ
の
出
典
が
判
明
し
な
い
以
下
の
作
者
７
名
（
「
江
戸
」

を
冠
し
な
い
２
名
を
含
む
）
が
入
っ
て
い
る
（
括
弧
内
は
出
典
不
明
の
組
数
）
。

露
沽
（
２
）
・
幽
山
（
２
）
・
泰
徳
（
３
）
・
言
水
（
２
）
・
如
流
（
２
）

京
千
春
（
７
）
・
京
信
徳
（
１
）

出
典
不
明
組
数
の
寡
少
や
、
俳
名
に
「
江
戸
」
を
冠
す
る
と
言
う
点
か
ら
、

お
そ
ら
く
前
半
の
５
名
は
、
『
誹
譜
名
簿
』
に
「
仮
舞
台
江
戸
八
歌
仙
」
（
圏

点
筆
者
）
と
書
き
留
め
ら
れ
た
『
仮
舞
台
』
を
出
典
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
散
逸
が
惜
し
ま
れ
る
。

ま
っ
た
く
推
定
の
余
地
が
な
い
の
は
、
笑
吟
・
笑
受
・
笑
詠
の
残
り
３
名

で
あ
る
。
江
本
氏
作
成
の
先
の
一
覧
に
も
あ
る
よ
う
に
、
『
坂
東
太
郎
』
（
才

丸
編
・
延
宝
七
年
十
二
月
序
）
に
笑
詠
が
発
句
１
句
、
『
俳
譜
向
之
岡
』
（
不

ト
編
・
延
宝
八
年
刊
）
に
笑
吟
と
笑
詠
が
そ
れ
ぞ
れ
発
句
２
句
・
７
句
入
集

す
る
も
の
の
、
彼
ら
は
『
二
葉
集
』
以
前
の
俳
書
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な

い
俳
人
で
あ
る
。
一
つ
補
足
す
る
と
、
笑
吟
と
笑
詠
は
、
『
俳
諸
金
剛
砂
』
（
調

五
一

一



『
二
葉
集
』
が
付
合
１
組
を
取
り
上
げ
た
「
江
戸
露
耳
」
は
、
延
宝
期
の

ほ
か
の
俳
書
に
一
切
見
ら
れ
な
い
が
、
『
広
小
路
』
所
収
の
付
合
と
の
一
致

か
ら
、
本
来
「
露
甘
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
付
合
抜
き
出
し
に
あ
た
っ
た

者
が
読
み
誤
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
露
甘
は
、
『
富
士
石
』

（
調
和
編
・
延
宝
七
年
四
月
刊
）
に
「
刑
部
」
の
肩
書
で
発
句
４
句
が
入
集
。

ぼ
か
に
も
『
坂
東
太
郎
』
に
発
句
３
句
、
『
江
戸
弁
慶
』
（
言
水
編
・
延
宝
八

年
刊
）
に
発
句
１
句
、
『
誹
譜
金
剛
砂
』
に
発
句
２
句
が
入
集
す
る
江
戸
俳

人
で
あ
る
。
「
耳
」
に
誤
り
や
す
い
字
体
の
「
甘
」
は
、
『
広
小
路
』
の
み
な

ら
ず
、
右
の
『
坂
東
太
郎
』
や
『
江
戸
弁
慶
』
な
ど
の
「
露
甘
」
や
「
調
甘
」

に
も
見
ら
れ
、
延
宝
期
以
降
の
俳
書
に
も
し
ば
し
ば
出
て
お
り
、
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
ま
た
「
甘
」
と
「
耳
」
で
は
ま
っ
た
く
音
が
違
う
。
こ
の
よ

う
な
ミ
ス
を
考
え
る
と
、
『
二
葉
集
』
に
入
集
す
る
右
の
訂
名
の
付
合
を
採

和
編
・
延
宝
末
刊
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
発
句
２
句
・
４
句
が
入
集
し
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
に
笑
受
な
ら
ぬ
笑
儒
が
発
句
４
句
入
集
で
見
え
る
・
笑
儒
は
、
『
坂

東
太
郎
』
（
発
句
１
）
、
『
俳
譜
向
之
岡
』
（
発
句
蛆
）
ほ
か
に
入
集
す
る
俳
人

で
あ
る
が
、
音
が
通
じ
る
だ
け
で
笑
受
と
同
一
人
物
か
否
か
は
未
詳
で
あ
る
。

こ
の
三
名
に
つ
い
て
は
、
結
局
そ
の
出
所
が
わ
か
ら
ず
、
ぼ
か
の
江
戸
俳
人

の
付
合
と
は
別
ル
ー
ト
で
入
手
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
同
時
に
彼
ら
を
入
集

し
た
理
由
が
、
ほ
か
の
江
戸
俳
人
と
は
異
な
っ
て
い
た
、
と
推
定
す
る
に
と

ど
め
て
お
き
た
い
。

六
、
『
江
戸
広
小
路
』
の
採
用
の
さ
れ
方
に
つ
い
て

『
二
葉
集
』
出
典
考

用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
俳
壇
に
詳
し
い
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
付
合
作
者
の
中
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
西
鶴
の
耳
に
一
度
も
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
俳
人
も
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
ま
た
、
江
本
氏
が
先
の
一
覧
の
注
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
二
葉
集
』

が
「
智
風
」
と
す
る
の
は
「
智
鳳
」
の
こ
と
で
あ
り
、
付
合
の
一
致
か
ら
も

こ
れ
は
確
認
で
き
る
。
『
二
葉
集
』
の
「
風
」
は
ど
う
見
て
も
「
鳳
」
の
略

字
と
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
『
二
葉
集
』
に
入
集
す
る
、
ほ
か
の
「
仙
風
」
「
夕

風
」
「
外
風
」
「
一
風
」
に
用
い
る
「
風
」
と
字
体
に
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
こ
ち
ら
も
「
露
甘
」
同
様
、
実
際
の
俳
人
を
知
ら
な
い
ゆ
え
の
ミ
ス

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
広
小
路
』
か
ら
の
採
用
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
採
用
さ
れ
た
付
合
の
『
広

小
路
』
に
お
け
る
記
載
箇
所
と
、
そ
れ
を
採
用
す
る
『
二
葉
集
』
に
お
け
る

記
載
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
表
３
の
「
典
箇
所
」
（
『
広
小
路
』
に
お
け
る
記
載

箇
所
）
の
欄
を
横
に
流
し
て
見
て
ゆ
く
と
、
一
オ
の
不
卜
か
ら
舟
セ
ウ
の
不

卜
ま
で
、
そ
の
順
序
は
先
の
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
の
よ
う
に
丁
を
繰
っ
て
ゆ
く

順
序
に
沿
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
○
を
付
し
た
６
箇
所
に
丁
の
前
後
が
見
ら

れ
る
。
か
ろ
う
じ
て
採
用
数
最
多
の
不
ト
の
２
組
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
り

そ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
順
序
の
乱
れ
は
特
別
意
味

を
持
っ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
『
広
小
路
』
か
ら
の
抜

き
出
し
に
若
干
の
色
（
編
集
）
を
加
え
た
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
次
に
、
表
３
の
「
箇
所
」
（
『
二
葉
集
』
に
お
け
る
記
載
箇
所
）
の

欄
を
見
て
ゆ
く
と
、
「
〃
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
は
一
箇
所
し
か
な
く
、
同
面

に
複
数
挙
げ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
言
い
方
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で
言
え
ば
、
出
典
分
布
の
集
中
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
言
い
換
え
れ
ば
採
用
箇

所
の
分
散
化
が
計
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

『
広
小
路
』
か
ら
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
ほ
ど
の
慌
た

だ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
『
広
小
路
』
か
ら
の
付
合
の
採
用
は
、
表
３
に
も
示

し
た
と
お
り
『
二
葉
集
』
の
三
オ
か
ら
六
十
七
オ
ま
で
で
あ
る
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
『
物
種
集
』
か
ら
の
再
録
も
こ
の
六
十
七
オ
を
最
後
に
、
そ
の
後

に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
六
十
七
丁
に
改
め
て
注
目
す
る
と
、
『
物

種
集
』
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
宗
因
千
句
』
か
ら
の
採
用
も
、
実
に
こ

の
六
十
七
オ
で
終
わ
り
、
以
下
の
宗
因
の
付
合
は
別
の
資
料
に
拠
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
致
は
、
先
に
述
べ
た
『
二
葉
集
』
後
半
部
分
の

推
定
が
単
な
る
辻
棲
合
わ
せ
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
の
だ
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
六
十
七
丁
オ
ま
で
を
仮
に
前
半
、
六

十
七
丁
ウ
以
降
を
後
半
と
し
て
整
理
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

前
半
で
は
、
『
物
種
集
』
の
再
録
、
『
宗
因
千
句
』
か
ら
の
採
用
、
『
江
戸

広
小
路
』
を
お
も
な
タ
ネ
本
と
し
た
江
戸
俳
人
の
入
集
を
特
徴
と
す
る
。
す

で
に
見
た
よ
う
に
『
宗
因
千
句
』
の
場
合
も
そ
の
採
用
の
さ
れ
方
に
偏
り
が

見
ら
れ
、
『
江
戸
広
小
路
』
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
丁
の
順
番
ど
お
り
に
そ
の
ま

ま
取
り
入
れ
る
な
ど
、
そ
こ
に
は
綿
密
な
編
集
態
度
と
言
っ
た
も
の
は
見
ら

七
、
六
十
七
丁
目
オ
以
前
と
そ
れ
以
降

れ
な
い
が
、
『
物
種
集
』
か
ら
の
再
録
の
場
合
は
こ
れ
と
す
こ
し
異
な
る
よ

う
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
る
『
物
種
集
』
の
箇
所
を
見
る
と
、
一
ウ
・
ニ
オ
・

三
オ
・
四
オ
か
ら
は
一
面
６
組
す
べ
て
を
採
用
し
て
い
る
な
ど
前
半
か
ら
の

採
用
が
多
い
こ
と
以
外
は
ｌ
主
要
メ
ン
バ
ー
が
占
め
る
前
半
部
分
か
ら
多
く

採
用
す
る
の
は
考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
ｌ
、
こ
れ
と
言

っ
た
顕
著
な
特
徴
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
『
二
葉
集
』
が
こ
れ
ら
を
取
り

入
れ
る
順
番
を
見
る
と
、
『
物
種
集
』
の
二
十
四
ウ
か
ら
始
ま
り
、
四
十
ウ

・
二
十
九
オ
・
三
十
ウ
…
、
と
言
っ
た
具
合
に
、
『
物
種
集
』
の
丁
の
順
番

と
は
何
の
関
わ
り
も
持
た
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
物
種
集
』
の
序
文
に

「
此
外
聞
も
ら
せ
し
珍
句
を
追
加
二
葉
集
に
し
る
し
侍
る
物
な
ら
し
」
と
書

い
た
延
宝
六
年
十
一
月
の
時
点
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時

点
で
、
西
鶴
の
頭
の
中
に
は
す
で
に
『
物
種
集
』
再
録
の
計
画
が
あ
っ
た
と

も
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
『
広
小
路
』
を
丁
寧
に
振
り
分
け
て
配
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
『
広
小
路
』
の
入
手
は
時
期
的
に
そ
う
遅
く
は
な
か
っ
た
か
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
江
戸
の
俳
人
を
入
集
す
る
に
至
る
直

接
の
き
っ
か
け
は
、
案
外
こ
の
俳
書
『
江
戸
広
小
路
』
の
入
手
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
半
は
、
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
や
『
句
箱
』
と
言
っ
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
し

て
こ
な
か
っ
た
資
料
か
ら
の
入
集
が
見
ら
れ
、
前
集
『
物
種
集
』
で
は
取
り

上
げ
な
か
っ
た
芝
居
関
係
者
の
付
合
が
目
立
つ
。
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
の
入
手

が
遅
れ
た
か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
採
用
の
仕
方
に
や
や
杜
撰
さ
が
見

ら
れ
、
時
間
的
余
裕
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
な
鞄
後
半
で
頻
繁
に
使

わ
れ
る
資
料
に
『
大
硯
』
と
『
草
枕
』
が
あ
る
が
、
『
大
硯
』
の
採
用
に
あ
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た
っ
て
も
、
杜
撰
さ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
『
二
葉
集
』
の
六
十
九

オ
に
は
、
次
の
よ
う
な
付
合
が
あ
る
。

た
い
こ
の
口
音
松
の
下
露

村
時
雨
た
と
い
ふ
ら
れ
て
あ
れ
は
と
て
木
村
三
ケ

前
句
に
あ
る
「
口
音
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
・
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
『
大
硯
〕
）
所
収
の
三
ケ
・
西
海
両
吟
歌
仙
の
初
折
ウ
の
十
句
目
と

十
一
句
目
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
だ
が
、
『
大
硯
』
の
方
に
は
、

太
鼓
の
響
松
の
下
露
三
ケ

村
時
雨
縦
ふ
ら
れ
て
あ
れ
は
辿
同

と
あ
り
、
「
口
音
」
で
は
な
く
「
響
」
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
ほ
か
に

「
響
」
が
、
保
友
・
西
海
の
巻
頭
歌
仙
名
ウ
一
句
目
「
借
銭
の
夕
の
鐘
や
響

ら
ん
」
や
、
如
見
・
西
海
歌
仙
初
ウ
九
句
目
「
入
ら
れ
し
祠
堂
の
か
ね
や
響

ら
ん
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
郷
」
を
「
音
」
か
ら
や
や
独
立
し

た
形
で
崩
し
て
い
る
。
延
宝
期
の
大
坂
の
俳
書
に
見
ら
れ
る
「
響
」
の
例
を

十
点
あ
ま
り
見
て
み
た
が
、
「
郷
」
の
部
分
を
楮
書
風
に
書
く
の
が
圧
倒
的

に
多
く
、
『
大
硯
』
の
書
体
は
そ
う
言
っ
た
意
味
で
も
独
特
な
も
の
と
言
え

る
。
『
二
葉
集
』
が
誤
っ
て
「
口
音
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
て
も
無
理
な
か
ら

ぬ
こ
と
で
は
あ
る
が
、
意
味
の
通
じ
な
い
付
合
を
そ
の
ま
ま
本
書
出
来
ま
で

残
し
て
い
る
点
で
杜
撰
の
誇
り
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
二
葉
集
』
後
半

の
編
集
に
時
間
的
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
と
言
う
の
は
、
右
の
よ
う
な
例
か
ら

も
感
じ
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
見
当
は
ず
れ
の
可
能
性
を
恐
れ
な
が
ら
ひ
と
つ
の
仮

説
を
試
み
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
二
葉
集
』
出
典
考

西
鶴
は
、
『
二
葉
集
』
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
公
刊
さ
れ
た
俳
書
か

ら
の
入
集
の
第
一
に
『
物
種
集
』
か
ら
の
再
録
を
考
え
て
い
た
（
あ
る
い
は

後
に
補
う
も
の
と
し
て
用
意
し
て
い
た
）
。
そ
の
数
お
よ
そ
川
組
。
そ
の
の

ち
、
『
江
戸
広
小
路
』
を
入
手
す
る
に
至
り
、
江
戸
の
俳
人
の
入
集
も
本
書

の
ひ
と
つ
の
軸
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
編
集
途
中
、
何
ら
か
の
事
情
か
ら
『
宗

因
千
句
』
を
大
量
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
考
え
が
至
る
。
『
物
種
集
』
と
『
江

戸
広
小
路
』
の
付
合
は
当
初
『
二
葉
集
』
全
体
に
挙
げ
る
つ
も
り
で
い
た
が
、

編
集
も
後
半
に
差
し
か
か
っ
て
、
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
を
入
手
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
俳
書
に
は
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
舞
伎
役
者
を
は

じ
め
と
す
る
芝
居
関
係
者
の
入
集
を
思
い
立
つ
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
乾
氏

が
言
う
よ
う
に
（
前
掲
論
文
）
、
『
句
箱
』
歌
仙
の
興
行
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
俳
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
点
で
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
全
丁
に
わ
た
っ
て
採
用
し

て
い
た
『
物
種
集
』
と
『
江
戸
広
小
路
』
か
ら
の
入
集
が
取
り
や
め
と
な
っ

た
。

右
に
挙
げ
た
仮
説
は
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
仮
説
（
モ
デ
ル
）
に
過
ぎ
ず
、

表
１
や
表
３
に
見
ら
れ
る
出
典
の
分
布
状
況
か
ら
ま
っ
た
く
別
な
読
み
方
が

出
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
が
、
本
稿
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
て
敢
え
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
は
、
そ
の
出
典
が
版
本
に
限
っ
た
も
の
で
あ
り
、
出
版
さ
れ
な
か

八
、
お
わ
り
に
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っ
た
懐
紙
や
西
鶴
の
付
合
手
控
え
な
ど
に
は
当
然
及
ん
で
は
い
な
い
と
言
う

限
界
が
あ
る
。
こ
の
付
合
集
の
メ
イ
ン
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
出
版
に
か
か
ら

な
か
っ
た
付
合
の
方
に
あ
り
、
そ
も
そ
も
本
書
を
編
集
・
出
版
す
る
最
大
の

目
的
は
、
版
本
か
ら
漏
れ
た
「
珍
句
」
（
『
物
種
集
』
西
鶴
序
）
の
付
け
筋
を

公
に
披
露
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
一
種
脇
役

的
な
公
刊
発
表
済
み
の
付
合
の
出
典
詮
索
は
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
そ
の
付

合
集
成
立
の
心
髄
に
は
た
ど
り
着
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
メ
イ
ン
の
「
珍
句
」
の
原
資
料
を
所
見
で
き
な
い
現
在
、
出
典
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
今
日
伝
わ
る
版
本
に
よ
っ
て
試
み
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
無

意
味
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
出
典
の
洗
い
出
し
に
は
遺
漏
も
少
な
く
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
に
よ
り
、
『
二
葉
集
』
の
編
集
の
ほ
ん
の
一
端
は

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
島
津
忠
夫
氏
は
『
竹
林
抄
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
棚
・
平
成

３
年
Ⅱ
月
岩
波
書
店
刊
）
所
収
の
「
解
説
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ブ
（
〕
Ｏ

撰
集
（
付
合
撰
集
ｌ
筆
者
注
）
の
場
合
に
は
、
原
資
料
を
二
句
の
付
合

の
形
で
切
り
取
り
、
撰
集
に
収
め
る
に
際
し
て
、
撰
者
が
改
作
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。
（
中
略
）
前
句
が
原
資
料
の
百
韻
に
あ
っ
て
は
打
越

の
句
と
の
関
係
で
制
限
が
あ
っ
た
も
の
を
、
撰
集
で
は
そ
の
必
要
が
な

く
な
り
、
二
句
一
通
の
付
合
だ
け
で
考
え
て
前
句
を
改
作
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
撰
集
の
解
釈
に
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
で
き
る
だ
け
視

野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
連
歌
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
俳
譜
に
お
い
て
も
当
然

同
じ
こ
と
が
言
え
、
『
二
葉
集
』
に
も
改
作
が
ま
ま
見
ら
れ
た
。
一
例
を
挙

げ
て
み
よ
う
。
四
十
一
ウ
四
組
目
に
は
、

丹
波
口
い
ら
ぬ
金
哉
す
て
所

天
神
か
こ
ゐ
は
し
た
て
の
松
山
本
西
友

の
付
合
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
出
典
は
『
西
鶴
五
百
韻
』
巻
頭
「
何
鞠
」

百
韻
の
三
ウ
九
句
目
・
十
句
目
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
形
で
見
え
る
。

丹
波
口
い
ら
ぬ
銀
が
な
す
て
所
西
花

天
神
か
こ
ゐ
は
し
た
て
の
月
西
友

西
友
は
、
三
の
折
の
裏
十
句
目
と
い
う
場
に
あ
た
り
、
「
月
」
を
投
げ
込

ん
だ
。
こ
れ
を
、
『
二
葉
集
』
で
は
、
「
月
」
を
「
松
」
に
改
め
て
載
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
前
句
な
ら
ぬ
付
句
の
改
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
月
花
の
定

座
」
と
言
う
連
句
の
式
目
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
「
松
」
は
太
夫
に

も
通
じ
、
成
句
「
箸
立
の
松
」
を
用
い
た
方
が
一
句
と
し
て
の
座
り
が
よ
い

と
判
断
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

付
合
集
の
成
立
や
そ
の
存
在
意
義
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
よ

う
な
改
作
の
問
題
や
、
付
合
（
と
く
に
版
本
に
出
典
を
追
え
な
い
よ
う
な
「
珍

句
」
）
の
解
釈
が
必
須
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
内
容
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
『
談
林
俳
諸
集
一
』
（
古
典
俳
文
学
大
系
３
）
所
収
の
「
二
葉
集
」
で

乾
裕
幸
氏
は
睡
組
と
す
る
が
、
以
下
の
７
組
が
こ
れ
に
追
加
で
き
る

（
付
句
の
み
を
挙
げ
る
）
。

五
六



四
八
一
頁
上
「
は
し
ら
暦
や
海
士
の
と
ま
葺
柏
一
礼
」

四
八
一
貢
上
「
や
け
出
し
や
富
士
が
煙
の
な
び
く
ら
ん
岩
田
西
里
」

四
八
一
貢
中
「
留
守
に
を
く
娘
も
今
は
は
な
盛
大
須
賀
胤
久
」

五
○
一
貢
上
「
あ
た
ま
数
二
十
五
人
の
踞
供
養
夕
陽
庵
道
寸
」

五
○
一
頁
下
「
唐
が
さ
を
う
つ
り
に
け
り
な
徒
に
下
町
百
切
」

五
○
五
頁
下
「
腎
脈
の
水
の
逆
ま
く
所
を
ば
西
山
梅
翁
」

五
○
八
買
上
「
蛇
の
糞
に
出
る
蜑
の
釣
舟
藤
原
貞
因
」

（
２
）
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
書
編
羽
』
（
勉
誠
社
刊
）
所
収
、
加
藤
定

彦
氏
「
宗
因
千
句
」
解
題
中
の
百
韻
各
巻
成
立
年
次
の
考
証
に
よ
る
。

（
３
）
柿
衛
文
庫
本
に
は
原
題
祭
が
残
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
剥
落
し
て
読
め
な

い
。
本
文
に
挙
げ
た
角
書
は
、
天
理
図
書
館
編
『
西
鶴
』
の
『
二
葉
集
』

解
説
の
推
読
に
よ
っ
た
。

（
４
）
東
大
酒
竹
文
庫
蔵
。
こ
の
撰
集
の
刊
記
に
は
刊
行
年
月
が
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
「
延
宝
二
寅
年
五
月
吉
辰
」
の
蘭
秀
自
序
を
持
つ
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
延
宝
二
年
五
月
刊
と
さ
れ
る
向
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
所
収
付

合
の
な
か
に
は
「
延
宝
三
年
仲
秋
下
旬
」
興
行
の
『
信
徳
十
百
韻
』
第
四

が
三
組
見
ら
れ
、
刊
行
は
延
宝
四
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
こ
こ
に
言
う
作
業
行
程
は
あ
く
ま
で
仮
に
設
定
し
て
み
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
論
述
の
便
宜
上
こ
の

よ
う
な
行
程
を
挙
げ
て
み
た
。

（
６
）
峰
野
小
ざ
ら
し
は
、
出
典
と
な
る
『
道
頓
堀
花
み
ち
』
（
延
宝
七
年
十

一
月
刊
）
の
ほ
か
、
『
太
夫
桜
』
（
延
宝
八
年
四
月
刊
）
、
『
阿
蘭
陀
丸
二
番

船
』
（
同
年
八
月
賊
）
、
『
西
鶴
大
矢
数
』
（
延
宝
九
年
四
月
刊
）
に
「
峰
野

『
二
葉
集
』
出
典
考

帆
舟
」
の
名
で
見
え
、
『
二
葉
集
』
の
「
親
房
」
は
替
名
か
俗
名
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
足
代
建
寿
は
『
太
夫
桜
』
に
「
足
代
ヤ
建
寿
」
の
名
で
出
て
い
る
こ
と

や
、
『
道
頓
堀
花
み
ち
』
『
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
』
『
西
鶴
大
矢
数
』
入
集
と

言
っ
た
芝
居
関
係
者
が
た
ど
る
入
集
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
頓
堀
の

芝
居
茶
屋
の
主
人
か
何
か
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
『
句
箱
』
も
「
道
頓
堀
座
懐
紙
」
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
敢

え
て
こ
の
よ
う
な
表
現
を
と
る
。

（
９
）
今
栄
蔵
氏
「
桃
青
ら
「
わ
す
れ
草
」
歌
仙
の
制
作
年
次
」
（
『
国
語
国
文
』

昭
和
調
年
８
月
）
な
ど
。

（
Ⅲ
）
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
書
編
朗
』
（
勉
誠
社
刊
）
所
収
「
大
坂
三

吟
」
解
題
で
、
雲
英
末
雄
氏
は
、
『
〔
大
坂
三
吟
〕
』
の
刊
行
時
期
に
つ
い

て
、
本
書
が
同
じ
書
騨
寺
田
重
徳
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
三
吟
』
（
延

宝
六
年
三
月
刊
）
、
『
京
三
吟
』
（
同
年
八
月
刊
）
の
形
式
を
そ
っ
く
り
踏

襲
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
延
宝
六
年
後
半
の
刊
行
と
い
ち
お
う
推

定
し
て
お
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。
右
の
説
に
従
え
ば
、
『
二
葉
集
』
で

の
採
用
が
な
ぜ
後
半
ま
で
見
ら
れ
ず
、
前
述
し
た
よ
う
な
慌
た
だ
し
い
採

用
の
仕
方
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

（
Ⅲ
）
『
大
硯
』
に
つ
い
て
は
原
本
（
版
本
）
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
よ
っ
て

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所
蔵
の
版
本
写
し
に
よ
っ
た
。

（
ま
つ
ざ
わ
・
ま
さ
き
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
助
手
）

五
七


